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つくば発！市民と研究機関をむすぶ新しいネットワーク「ジオネットワ
ークつくば」の構築

State-of-the-art Network from Tsukuba City - The foundation of
Geonetwork Tsukuba
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「ジオネットワークつくば」は，独立行政法人科学技術振興機構（JST）の地域科学技術理解増
進活動推進事業「地域ネットワーク支援」事業として、平成21年度から3年間の予定で行われる
地域ネットワーク活動である．つくば市には、地球環境に関わりのある大学・研究機関・企業・
環境NGOが数多くあり，これらの機関が互いに連携してアウトリーチ活動を行うことによっ
て，つくば市が中心になって進めている地球環境の改善・保全意識の醸成が進むと考えられる．
そのためには，人と機関のネットワークを構築することが重要である．現在は連携自治体のつく
ば市と提案・運営機関の産業技術総合研究所，参加機関として土木研究所，農業・食品産業技術
総合研究機構，森林総合研究所，国際農林水産業研究センター，防災科学技術研究所，国立環境
研究所，筑波大学，つくば科学万博記念財団，つくばコミュニティ放送株式会社（ラヂオつく
ば）であり，研究機関，高等教育機関，博物館，地域マスコミ，民間企業を「ジオ」をキーワー
ドにして連携している．アウトリーチ活動としては，月に2回程度のサイエンスカフェ，地質や
森林などの野外観察会，博物館での常設展示，特別日を設定してのフェスティバル，「ジオ」に
関するコンテスト，教育イベントへの出展を行っている．今後は参加機関を増やすとともに，地
域のリーダーを養成するためのジオマイスター制度の創設を予定している．この地域ネットワー
クの波及効果として，ジオパークや環境モデル都市があげられる．
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